
 

梅田阪急ビル建替事業に係る環境影響評価準備書に関する市長意見 

 

本事業について、大阪市環境影響評価専門委員会の報告書の内容を踏まえ検討した結果、

事業の実施にあたっては、次に掲げる事項並びに同報告書の趣旨に十分配慮されたい。 

  

記 

 

〔交通計画〕 

施設関連車両について、関係機関との協議のうえ、渋滞抑制のための具体的な対策を検

討し、必要に応じ適切に対応すること。 

 

〔施設関係車両による影響〕 

  計画地は、交通量が多く大気汚染物質濃度が高い地域にあることから、荷捌き車両に低

公害車及び低排出ガス車をできる限り利用し、また渋滞防止の観点からも適正な運行管理

に努めること。 

 

〔緑化計画〕 

  計画地内及び周辺における緑化にあたっては、大阪駅前や御堂筋沿道における緑化との

連続性も考慮し、適切な樹種を選定すること。 

 

〔電波障害〕 

  電波障害が発生すると予測される範囲は遠方まで及ぶことから、対策の実施にあたって

は、遠方の未対策地域も含め適切に対応すること。 

 

〔廃棄物〕 

施設の利用に伴い発生する廃棄物については、現状では分別の対象とされていないもの

もあることから、今後さらに分別の強化を図る具体的な方策を検討し、実施していくこと。 

 

〔地球環境〕 

１ 建築計画や設備の選定等において可能な限り二酸化炭素の抑制対策を実施すること。

特に百貨店部分においては現状の排出量からの増加を最小限にとどめること。 

また、法令の遵守はもとより具体的な自主目標を掲げて排出抑制に努め、必要に応じ

適切に対応すること。 

 

２ 二酸化炭素の排出抑制に向け、太陽光発電等自然エネルギーの利用につながるような取

組みについても検討すること。 

 

〔気 象（風害を含む）〕 

１ 計画建物の詳細設計にあたっては、建物外壁形状等について周辺への風害の影響を軽減

する観点から具体的な検討を行うこと。 

 



 

２ 計画建物の建設期間中も含め、計画地周辺の風環境等の状況把握に努めるとともに、計

画地周辺における防風植樹等も含め、必要に応じ適切な措置を講じること。 

 

〔景 観〕 

１ 高層部の色彩・デザインの詳細の決定に際しては、都心部のシンボルにふさわしいもの

とすることはもとより、低層部との連続性も考慮し具体的な検討を行うこと。 

 

２ 建物外観及び内部のパブリックな空間の詳細な設計に際しては、現建物におけるデザイ

ン等の内容決定の歴史的な経緯も踏まえ、大阪のシンボル的景観としての役割を引き続き

果たせるよう具体的な検討を行うこと。 

 

〔文化財〕 

 工事中に遺構・遺物等が発見された場合は、直ちに関係機関との協議を行い、必要に応

じ適切な対策を講じること。 

 

〔建設工事について〕 

１ １日の大部分の時間帯で建設機械等が稼動すること、工事期間が５年以上に及ぶことか

ら、工事による影響を低減するよう事前に関係機関と十分調整し、安全面も含め十分な対

策を講じること。 

また、工事関係車両については関係機関との協議を踏まえ、工事区域への入出時間帯に

ついて交通量が特に集中する時間帯を避けるなど渋滞抑制のため具体的な対策を検討し、

必要に応じ適切に対応すること。 

 

２ 建設機械の稼動による窒素酸化物等の付加率が大きいことから、工事の実施にあたって

は工事区域周辺への環境影響を軽減するよう、最新の排出ガス対策型建設機械を使用する

等環境保全対策を確実に実施すること。 

また、周辺が交通量の多い地域であることから適切な工程管理を行い、工事の平準化及

び資材搬入車両の集中を避ける等の適切な措置を講じること。 

 

３ 工事期間中は、粉じんによる周辺環境への影響を防止するため、散水の徹底等、適切な

飛散防止対策を講じること。 

 

４ 建設機械の稼動に伴う振動による問題が生じることのないよう、準備書記載の対策を確

実に実施するとともに、対策の効果が得られるよう適切な施工管理を行うこと。 

 

〔事後調査について〕 

１ 建設工事中の騒音・振動に係る事後調査については、工事工程別の予測結果や周辺の土

地利用状況を考慮し、調査時期、地点を適切に設定すること。 

また、工事中に騒音、振動に係る問題等が生じた場合、必要に応じ適切な措置を講じる

こと。 

 



 

２ 建設工事中の環境保全対策の観点から、より適切な工程管理を図るため、建設機械や工

事関係車両の種類・型式別の稼動台数等を含む稼動状況を日々記録するとともに、建設機

械の１日あたりの稼働時間も併せて把握すること。 

 

〔アスベスト等について〕 

１ 既存建物の解体に際しては、事前に使用の有無等について十分な調査を行い、アスベス

トが認められた場合は、関係法令等に基づき適切な措置を講じること。また、法令の対象

とならない場合についても、大気中に飛散しないよう関係法令等に準じ適切な措置を講じ

ること。 

 

２ 工事にあたっては適切な管理体制のもと、アスベストの除去及び処理等の過程、並びに

工事期間中のＰＣＢ廃棄物の保管状況について適切に記録し、処理が完了した後に事後調

査結果報告書で示すこと。 

 


